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今
月
の
主
な
内
容

第２回立科の味「料理コンテスト」開催 Ｐ２
岩手県大槌町へ町長・議長義援金を届ける Ｐ３
町では「木造住宅」無料耐震診断を実施しています Ｐ３
町議会開催のお知らせ Ｐ４
町道除雪作業にご協力を Ｐ５
立科町クラインガルテン利用者退去に伴う募集について Ｐ６
年末年始の業務について Ｐ７
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農
林
係

最
優
秀
賞

優
秀
賞

創作郷土料理の部
（応募１0 点）

菓子の部
（応募１0 点）

加工品の部
（応募４点）

グッド
ネーミング賞

そばコロン
「そばコロン茶漬け」 和菓子　福呼

ふくこ

科農
shinano

すぐりんご

そばコロン（商品化）
「そばコロン茶漬け」

蓼科牛でおむすび
サマールージュ さん

山雅御膳
立科町商工会

郷土料理開発部会さん

和菓子　福呼
ふくこ

望月　福江 さん

もっちもち～い!!
りんごちゃん
ポンデケージョ風

佐藤　快さん

山賊ジャム
森澤　廣喜 さん

鹿肉の薫製
山浦　優 さん

そばコロン（商品化）
「そばコロンサンデー」

科農
shinano

すぐりんご
（商品化）

【
審
査
風
景
】

【
最
優
秀
賞
受
賞
者
】

見
た
目
も
美
味
し
そ
う
な
作
品

が
数
多
く
出
品
さ
れ
、
審
査
も
難

航
し
ま
し
た
が
、
誰
で
も
手
軽
に

楽
し
め
る
作
品
が
選
考
さ
れ
ま
し

た
。審

査
員
か
ら
、「
も
う
一
工
夫
で

入
賞
と
い
う
作
品
も
多
い
の
で
、

改
善
し
て
来
年
応
募
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

来
年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
皆
様
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
募
集
し
た
作
品
に
つ
い
て
、

11
月
６
日
に
審
査
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
回

立
科
の
味｢

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催

創作郷土料理の部
大道寺　恒夫さん

菓子の部
大道寺　恒夫さん

加工品の部
栁澤　洋子さん
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既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
促
進
と
し
て
、
無

料
の
【
簡
易
耐
震
診
断
】
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
診
断
は
国
、
県
、
町
で
費
用
負
担
を

し
、
今
後
起
こ
り
う
る
大
規
模
地
震
に
備

え
、
住
宅
の
倒
壊
か
ら
大
切
な
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
行
っ
て
お
り
、
長
野
県
で
登

録
さ
れ
て
い
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
住

宅
に
伺
い
診
断
す
る
も
の
で
す
。

◎
耐
震
診
断
の
対
象
は
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
住
宅
に
限
り
ま
す
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
町
内
に
着
工

さ
れ
た
住
宅

・
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

・
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
個
人
所
有
の

住
宅

無
料
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
建
設
課
に
備
え
付
け
の
意
向
確
認
票
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
断
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
申
込

み
の
受
付
け
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
先
着
順
に
数
件
程
度
で
ま
と
ま
り
次
第

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

建
設
係

先の、東日本大震災で大変な犠牲と災害に遇
われた被災地へと、多くの町民皆さまより義援
金が寄せられました。

町の復興と、震災により不自由な生活を余儀
なくされておられる被災者の皆さんに役立てて
いただきたいと、去る 10月 24日、特に甚大な
被害が生じ、立科町社会福祉協議会でもボラン
ティア活動に参加した岩手県大槌町に伺い、
佐々木副町長に直接義援金 250 万円をお渡しし
ました。

これを受けて、皆様の心温まる善意に感謝申
し上げ、復興に向け限りない努力をしていくと
の力強い決意をいただきました。

これから寒くなる冬を前に今も尚、不安な
日々を過ごされている被災地の皆さんに謹んで
お見舞い申し上げますとともに、一日も早い復
興を心よりお祈り申し上げます。

岩手県大槌町へ
町長・議長義援金を届ける

庶務係

町
で
は「
木
造
住
宅
」

無
料
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す

大
地
震
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
野
県
内
で
は
東
海
地
震
以
下
６
つ
の
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
東
海
地
震
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
！
　
そ
の
と
き

あ
な
た
の
家
は
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？

地
震
！
　
そ
の
と
き

あ
な
た
の
家
は
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？
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通交 安全

年末の交通安全運動

議会本会議の傍聴を希望される
方は、当日開会の30分前から受付
をしますので、お出かけください。

また、常任委員会の傍聴を希望
される方は、議会事務局へご連絡
ください。

2日㈮ 午前 10 時 本会議（提案説明）
5日㈪ 午前 10 時 本会議（一般質問）
6日㈫ 午前 10 時 本会議（一般質問）
7日㈬ 午前 10 時 本会議（質疑）

午後 2 時 社会文教常任委員会
8日㈭ 午後 2 時 総務経済常任委員会
12日㈪ 午後 2 時 本会議（委員長報告・討論・採決）

町議会開催
のお知らせ

12月定例会日程

冬
季
は
、
日
没
が
早
く
な
り
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
歩
行
・
横
断
中
の

事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
ほ
か
、
積

雪
・
凍
結
に
よ
る
道
路
環
境
の
悪
化
、
忘

年
会
等
の
飲
酒
機
会
の
増
加
な
ど
、
重
大

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
本
年
最

後
の
月
、
よ
り
気
を
引
き
締
め
て
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

議会事務局

○
運
動
の
重
点

【
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
】

・
交
通
事
故
死
者
の
半
数
以
上
は
高
齢
者

で
、
そ
の
約
６
割
は
歩
行
・
横
断
中
の
事

故
で
す

・
横
断
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
左
か
ら
の
車

と
の
衝
突
で
す

横
断
時
は
、
車
の
動
き
を
よ
く
見
て
、
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う

【
飲
酒
運
転
の
根
絶
】

・
飲
酒
運
転
は
、き
わ
め
て
危
険
な
行
為
で

あ
り
、重
大
な
犯
罪
で
す

・
家
族
、職
場
、地
域
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、

飲
酒
運
転
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う

【
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
・
横
断
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
】

・
死
亡
事
故
の
半
数
以
上
は
夜
間
に
発
生
し

て
い
ま
す

暗
く
な
っ
た
ら
、
明
る
い
服
装
と
反
射
材

を
使
っ
て
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う

・
自
転
車
も
「
車
」
の
一
員
で
す

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し

ょ
う

【
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
】

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
死
亡
率
は
、

着
用
者
の
約
16
倍
に
も
な
り
ま
す

全
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
誤
っ
た
使
用
で

は
着
用
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

身
体
に
合
っ
た
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う

ス
リ
ッ
プ
事
故
注
意

車
の
走
行
性
能
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

性
能
が
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
過
信
は
禁
物
で

す
。ゆ

っ
く
り
、
ゆ
と
り
を
持
ち
、
冬
道
を
安
全

に
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
や
っ
て
は
い
け
な
い
４
つ
の
”急

“

”急
“
発
進
　
　
　
”急

“
加
速
　

”急
“
ハ
ン
ド
ル
　
”急

“
ブ
レ
ー
キ

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
冬
用
タ
イ
ヤ
に
早
め
に
交
換

・
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
は
夏
場
の
２
倍
以
上
手
前
か
ら

・
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
は
カ
ー
ブ
や
坂
に
入
る
手
前
に

・
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
、橋
の
上
、日
陰
部
分
の
凍

結
に
注
意

10
月
17
日（
月
）「
人
波
作
戦
」

佐
久
地
域
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
が
、昨

年
と
比
べ
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、９
月
28

日
か
ら
10
月
28
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間「
交
通
死

亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
、町
と
交
通
安
全
協
会
で
は
国

道
１
４
２
号「
白
樺

高
原
入
口
」と「
芦

田
」信
号
機
の
２
箇

所
に
お
い
て
、の
ぼ

り
旗
を
持
ち
通
過
車

両
の
運
転
者
に
対

し
、安
全
運
転
を
訴

え
る
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

12 月11日（日）から 31日（土）まで
○スローガン
“ 信濃路は  ゆとりの笑顔と  ゆずりあい ”
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雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
町
で
は
町
内
建
設

業
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
幹
線
道
路
の

除
雪
作
業
や
凍
結
防
止
剤
散
布
を
行
い
、
安
全

な
交
通
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
は
、
積
雪
が
10
cm
を
超
え
る
と
想

定
さ
れ
る
場
合
に
開
始
し
ま
す
が
、
作
業
を
実

施
す
る
に
当
た
り
、
皆
さ
ん
に
次
の
事
項
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
】

道
路
に
車
が
駐
車
し
て
い
る
と
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
作
業
が
遅
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

【
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
】

除
雪
車
は
、
作
業
中
前
後
左
右
に
動
き
危
険

で
す
の
で
、
10
ｍ
以
内
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
除
雪
車
を
無
理
に
追
い
越
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

【
路
上
に
突
き
出
た
木
竹
等
の
伐
採
・

切
除
を
し
て
く
だ
さ
い
】

降
雪
に
よ
り
木
竹
の
枝
が
垂
れ
下
が
る
と
、

除
雪
作
業
の
妨
げ
や
道
路
交
通
の
障
害
と
な
り

ま
す
の
で
、
道
路
隣
接
地
の
樹
木
の
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
道
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

【
小
路
や
各
戸
の
出
入
り
口
の
雪
か
き

に
ご
理
解
を
】

道
路
除
雪
車
に
よ
り
、
各
家
庭
の
進
入
路
や

狭
い
道
の
交
差
部
に
雪
が
寄
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
二
度
手
間
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
関
係
さ
れ
る
皆

さ
ん
で
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
凍
結
防
止
剤
の
散
布
に
つ
い
て
】

日
中
、
雪
が
解
け
路
上
に
流
れ
た
水
が
夜
間

に
凍
結
す
る
と
滑
り
や
す
く
大
変
危
険
で
す
。

路
面
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
専
用
散

布
車
に
よ
り
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布
を
し
て
も

日
陰
な
ど
は
、
凍
結
部
分
が
残
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
な
が
ら
通
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
除
雪
は
地
域
で
も
家

庭
で
も
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
町
で

も
、
雪
道
で
の
安
全
な
交
通
の
確
保
の
た
め
重

点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
建

設
業
者
及
び
除
雪
車
の
減
少
等
に
よ
り
皆
様
の

ご
要
望
に
添
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
集
落

内
道
路
や
通
学
道
路
・
歩
道
に
つ
い
て
の
除
雪

は
、
地
域
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10月17日（月）、県道牛鹿望月線整備促進期成同盟会の
設立総会が開催されました。

この同盟会は、町内を横断する重要路線、県道牛鹿望
月線の整備を促進するもので、路線の通過地区役員、関
係者等で構成されています。同路線は、未整備箇所が多
く、通行者の安全確保のためにも、一刻も早い道路整備
が望まれます。11月7日（月）には細谷地区の改良事業に
ついて地権者説明会が行われ、事業実施に向けて一歩前
進となりました。

通行者にとってより安全な道路となるよう、皆さんの
ご協力をよろしくお願い致します。

「信州ふるさとの道ふれあい事業」
協定書調印式

11月9日（水）、長野県・蓼科区・立科町の三者による
「信州ふるさとの道ふれあい事業」の協定書調印式が
行われました。
この事業は、長野県が管理する道路において、地域の

皆さんが美化活動等を行い、その活動支援を県と町が
行う事業です。

蓼科区の皆さんとは、主要地方道諏訪白樺湖小諸線
の一部について、協定書を締結しました。

県道牛鹿望月線
整備促進期成同盟会が

設立いたしました

建設係

（写真左より）
小宮山町長、寺門蓼科区長、木賀田佐久建設事務所長

建
設
係
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立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

地域の安全は
地域で守り
ましょう！

師
走
に
入
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

三
週
間
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、

年
末
に
は
全
国
各
地
で
犯
罪
が
多
発
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
何
か
と
あ
わ

た
だ
し
い
時
期
で
す
が
、
改
め
て
住
居

の
戸
締
り
、
自
動
車
ロ
ッ
ク
の
確
認
・

徹
底
、
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
を
払
う

な
ど
、
家
庭
や
ご
近
所
で
お
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
や

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
31
日
ま
で
の
間
、
「
年
の
暮
れ

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
年
末
特
別
警
戒
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
警
察
や
防
犯
指
導
員
、

消
防
団
を
中
心
と
し
た
防
犯
診
断
等
、

各
地
域
で
街
頭
啓
発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー

ル
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
防
犯
対

策
を
万
全
に
し
、
安
心
・
安
全
で
平
穏

な
新
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
お
互
い
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
て
い
ま
す
！

町
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
３
年
間
を

目
途
に
、
防
犯
灯
の
器
具
を
蛍
光
灯
か

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
灯
に

交
換
す
る
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
22
年
度
に
は
町
内
（
中
尾
美
上
下

以
北
）
の
各
地
区
の
防
犯
灯
お
よ
そ
３
分

の
１
（
４
３
９
箇
所
）
の
工
事
を
終
了

し
、
本
年
度
は
６
０
０
箇
所
の
交
換
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
地
域
の
お
近
く

で
防
犯
灯
の
付
け
替
え
工
事
が
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
効
果

・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
及
び
消
費
電
力
量
の

減
少
に
よ
り
環
境
へ
の
負
荷
が
軽
減
さ

れ
、
電
気
料
金
の
節
約
が
見
込
ま
れ
ま

す・
照
明
器
具
の
長
寿
命
化
（
６
万
時
間
）

に
よ
り
修
理
・
交
換
が
減
少
、
維
持
管
理

費
が
削
減
さ
れ
、
防
犯
環
境
（
不
点
灯
箇

所
の
減
少
）
が
向
上
し
ま
す

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
！

12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

➡

立科町クラインガルテン 利用者退去に伴う募集について

施設概要
滞在型市民農園の貸付（特定農地貸付方式）
○利用開始予定　平成 24年 4月から
○募集期間　12月 15日（木）

〜平成 24年 1月 31日（火）必着
○募集区画数　３区画

（１区画約 250 平方メートル、
うち農園面積 100 平方メートル）

○附帯施設　簡易休憩施設（ラウベ）
（構造：木造カラー鉄板葺２階建て仕様：床（フロー

リング）、内壁（ビニールクロス）、腰壁（杉板張
り）、外壁（カラマツ板張り）床面積：１階：
29.81 平方メートル、2階（ロフト）：9.94 平方
メートル、合計：39.75 平方メートル）

○利用料金　年間 30万円（光熱水費等は実費）
○利用期間　1年（ただし最長連続 5年を超えない範

囲内で更新可能）

立科町クラインガルテン（都市農村交流施設）が平
成 23年度末で、３名退去することになりましたので
募集を行います。

募集要項につきましては、立科町公式ホームペー
ジ、又は農林課窓口までお問い合わせ下さい。

募集人数　３名（応募者多数の場合、抽選となります）
応募資格
○都市農村交流にふさわしい都市部の非農家であっ

て、滞在して農園利用することを相当とする地域
（片道概ね 100ｋｍ以上）に居住する者

○耕作のため積極的に農園を利用する者
○農園の景観保全に協力できる者
○地域住民とのふれあい活動に意欲的に参加できる者
○その他、農園の利用に関し、定められた事項を遵守

できる者

詳細は、立科町公式ホームページ又は、農林課窓口
までお問い合わせ下さい。

庶
務
係

農林係
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社会体育及び社会教育施設
次のとおりお休みさせていただきます。

□期　間　12 月 29 日（木）～１月３日（火）
□施設名　中央公民館

人権センター　　　　　　　　
こども未来館（児童館）　　　　　　　　　　
ふれあい交流館「芦田宿」
権現山運動公園 野球場

多目的運動場
屋内運動場
体育センター

教育委員会

権現の湯
12 月 30 日（金）までは通常営業いたします。
※12 月 29 日（木）も営業いたします。

皆さんお出かけください。

○12 月 31 日（土）

◇入館　午前 10 時～午後７時
（受付は、午後６時 30 分まで）

◇食事　権現亭のラストオーダーは
午後５時です。

○１月１日(日)から１月 11 日(水)までは
休まず営業いたします（通常営業）

※１月１日（日）のみ 先着 200 名様に甘酒
サービス

ご家族おそろいでお出かけください。
従業員一同、皆様のご利用をお待ちしており

ます。

権現の湯

ゴミ収集日程
12 月のごみ収集業務は、環境衛生カレンダー

のとおり、12 月 29 日（木）「可燃物」で終了
します。

なお、川西清掃センター及び最終処分場への
個人持込みは、下記の期日までとなります。

□川西清掃センター（可燃・不燃・カン類）
12 月 28 日（水）午後 4 時まで

□最終処分場（粗大）
12 月 28 日（水）午後 4 時まで

１月の収集業務は４日（水）から開始します。

環境保健係

粗大ゴミ個人持込み受入れ
一時停止について（お願い）

川西保健衛生施設組合

火葬場（高峯苑・豊里苑）
○火葬業務

平成 24 年１月１日（日）・１月２日（月）
の 2 日間が休業です。

12 月 31 日（土）は、午後 1 時の火葬業務ま
でとさせていただきます。

○火葬受付
火葬場休業中（１月１日、１月２日）は、次

のとおり受付を行います。

受付場所：立科町役場
受付時間：午前８時30分から午後５時15分まで

住民係

年末年始の業務について
年末年始の業務について、次のとおりお休

み及び業務時間を変更させていただきます。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

川西粗大ゴミ処分場は、適切な維持管理等の
ため土堰堤（どえんてい）工事を行います。

つきましては、事故防止のため工事期間中粗
大ゴミ個人持込みを一時停止させていただきま
す。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力を
お願いいたします。

□ 受入れ中止期間
12 月 29 日～平成 24 年 3 月 31 日
※平成 24 年 2 月 19 日に町で実施する粗大

ゴミ収集は予定どおり行います。環境衛生
カレンダーで確認ください。

お問い合わせ先
事務局　　　　　電話 0268-67-2110
粗大ゴミ処分場　電話 0267-54-2610



広報たてしな／23 年 12 月◆ 8

恒
例
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

に
よ
る
教
室
で
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
認
知
症
は
、「
地
域
で

支
え
て
い
く
」
こ
と
が
重
要
か
つ
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

● ● ● 講 演 会 の お 知 ら せ ● ● ●

認知症の人には、家族の支えとともに、地域の
温かい見守りやさりげないサポートが必要です。

言葉でうまく表現できなくても、記憶力が低下
していくことへの不安、自分が自分でなくなって
いくような悲しみなどたくさんの感情を抱えてい
ます。さらに、なじみの顔や場所、物や音に囲ま
れた環境で、自分らしく生活したいとも望んでい
ます。

そんな想いに寄り添い、地域の認知症の方・そ
の家族を支えるために、先進的に活躍されている
中澤先生の話をヒントに、身近な人のため、ある
いは自分自身のために「地域で支える」ことを一
緒に考えてみませんか。

日　　時　平成 24 年１月 12 日(木)
午後１時 30 分～３時

内　　容  『認知症　地域で支えるために』
～認知症になっても家で暮らしたい～

講　　師　NPO 法人やじろべー
理事長　中澤 純一氏

開催場所　立科町中央公民館 大会議室

＊今回の講演会は、公民館の「すずらん学級」
共催で行ないます。

こちら地域包括支援センターです！

地域包括支援センター・福祉係　有線４５０３（直通）

平
成
23
年
度
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

「
立
科
す
ず
ら
ん
学
級
」開
催
中
！

第
９
回
知
識
習
得
教
室

～
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
～

公民館、社会福祉協
議会では、師走の恒例
事業となりました「わ
ら細工とお手玉づくり
を楽しむ会」を今年も老人クラブ連合会のご協力をいただ
き開催いたします。子どもからご年配の皆さんを中心に、
どなたでも参加いただけます。地域に残る伝統文化である、
わら細工作りと昔懐かしいお手玉を、この機会に体験して
みませんか。

わら細工とお手玉づくりを

○日　時　12月10日（土） 午前９時～正午
○場　所　老人福祉センター  集会室
○持ち物　はさみ・作品を入れる袋

地域交流

に
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

じ
ろ
べ
ー
の
中
澤
純
一
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き

し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
こ
ち
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
講
演
会
の
お
知
ら
せ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

有
線
２
３
１
１
（
代
）

参加者募集！

楽しむ会
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★みんなで
今より“うす味”を心がける。
若者も、働き盛り世代も、
高齢者も 減塩大作戦！

☆減塩しよう☆
★朝食を食べない皆さん

便秘していませんか？
肥満・メタボ 要注意です

☆朝食を食べよう☆
★20 歳～40 歳代の皆さん

今より１皿(80ｇ)の
野菜料理を増やす

☆野菜・果物を食べよう☆

「食べること」をちょっと気をつけることで、みなさんの健康がもっと増進！！

チョッと気をつける 3つ の取り組み ▼

「生活習慣の改善で脳卒中予防！」保 健 ニ ュ ー ス
かつて日本人の死亡原因のトップだった脳卒中。
現在は、死亡する割合としては減少していますが、

脳卒中になる人が減っているわけではありません。入
院原因の一位を占め、入院期間も長く、マヒや言語障
害など後遺症が残ることも多い病気です。

治療は、医療と自己管理で悪化させない、
放置しない。
○高血圧　○脂質異常症　○糖尿病　○心臓病

◆生活習慣の改善で脳卒中の危険因子
となる病気の予防

適正飲酒…1 日に日本酒なら 1 合、ビールなら
中びん 1 本が適量

たばこ……百害あって一利なし
運動習慣…肥満や糖尿病、脂質異常症や高血圧

の予防
食習慣……減塩・野菜の摂取・腹八分・バラン

スよく
肥満予防…高血圧や糖尿病等の予防になる。

◆生活習慣の危険因子を改善

脳卒中予防のポイント

脳卒中の原因は、これといった特定の原因ではな
く、幾つもの要因が重なって発症します。

脳卒中予防というと「減塩」というイメージがあり
ますが、このほかにも日常生活の中で予防していくポ
イントがあります。

１成人男性の脳の重さは？
① 約1.4 kg ② 約2.5 kg ③ 約3.6 kg

２１日40本の喫煙者が脳卒中で死亡する
確率は、タバコを吸わない人の何倍？
① 4 倍　② 8 倍　③ 10 倍　

３焼酎の適正な飲酒量は？
① ぐい飲み 1 杯　② コップ 1 杯

☆クイズの答えは、ページの中にあります。

クイズの答え：全て①です環境保健係

食育
みんなで

ク イ ズ
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「子育ての大変な時代」の自覚
～四股

しこ

を踏み直して、また新しい年の子育て～

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後1時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館または小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

平
成
８
年
に
、
「
子
育
て
『
大
変
な
時

代
』
」
（
原
田
彰
編．

新
堀
通
也
監
修

か
ん
し
�
う．

教

育
開
発
研
究
所
発
行
）
と
い
う
本
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
30
名
の
執
筆
者

し
�
ぴ
つ
し
ゃ

か
ら
の
、
子
育
て

に
関
す
る
問
題
点
の
指
摘

し
て
き

と
分
析
、
問
題
を

克
服

こ
く
ふ
く

す
る
た
め
の
提
言
を
あ
ら
た
め
て
読
み
返

し
て
、
15
年
前
の
子
育
て
の
大
変
さ
が
必
ず
し

も
改
善

か
い
ぜ
ん

の
方
向
に
向
か
わ
ず
、
一
段
と
難

む
ず
か

し

く
、
大
変
な
状
況
に
な
�
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
感
じ
ま
し
た
。

出
版
当
時
は
、
子
育
て
は
大
変
で
、
お
互
い

に
苦
労
が
多
い
け
れ
ど
も
、
「
大
変
」
を
楽
し

み
な
が
ら
、
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
切

り
ま
し
�
う
、
と
い
う
状
況
だ
�
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
書
名
を
「
危
機
の
時
代
」
や

「
氷
河
期
」
と
せ
ず
、
「
大
変
な
時
代
」
と
し

た
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
子
育
て
に
対
す

る
余
裕
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

年
々
、
そ
の
余
裕
が
少
な
く
な
�
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
�
う
か
。

そ
こ
で
、
求
め
ら
れ
て
も
い
な
い
助
言
を
す

る
こ
と
の
厚
か
ま
し
さ
を
承
知
し
な
が
ら
、
あ

え
て
老
婆
心

ろ
う
ば
し
ん

か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

師
走

し
わ
す

は
、
一
年
の
節
目
の
月
で
す
。
若
い

親
御

お
や
ご

さ
ん
が
、
何
年
も
前
か
ら
指
摘
さ
れ
、
少

し
ず
つ
大
変
さ
を
増
し
て
い
る
現
代
社
会
の
子

育
て
の
状
況
を
、
ぜ
ひ
ご
自
分
な
り
に
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

次
の
よ
う
な
今
日
の
子
育
て
の
問
題
点
に
つ
い

て
自
省

じ
せ
い

さ
れ
、
四
股

し
こ

を
入
念
に
踏
み
直
し
て
、

ま
た
新
し
い
年
の
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一．

保
育
園
や
学
校
、
児
童
館
、
専
門
機
関
、

地
域
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
携

た
ず
さわ

る
方
々

と
の
連
携
が
難
し
い
時
代
で
あ
る
が
、
必
要

に
応
じ
て
連
絡
を
取
�
た
り
、
相
談
し
た
り

し
て
い
る
か
。

二．

「
次
世
代
へ
の
伝
承

で
ん
し
�
う」

が
困
難
な
現
代
社

会
で
あ
る
が
、
自
分
の
親
が
、
か
つ
て
「
子

ど
も
で
あ
�
た
自
分
」
に
し
て
く
れ
た
こ
と

の
す
べ
て
を
「
親
と
し
て
の
自
分
」
の
子
育

て
の
知
恵
と
し
、
我
が
子
に
施

ほ
ど
こ

し
て
い
る

か
。

三．

「
人
任
せ
」
の
風
潮

ふ
う
ち
�
うが

あ
る
が
、
親
の
役

割
を
、
学
校
や
保
育
園
、
テ
レ
ビ
を
中
心
と

し
た
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
任
せ
�
き

り
に
し
て
、
親
と
子
の
間
で
起
こ
る
べ
き
こ

と
が
、
他
と
の
関
係
で
起
こ
�
て
い
な
い

か
。

四．

子
育
て
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
に
く
い
現
代
で

あ
る
が
、
「
親
と
し
て
の
自
分｣

は
、
我
が

子
の
「
自
立
」
を
見
定
め
、
各
成
長
期
に
応

じ
た
子
育
て
を
実
践

じ
�
せ
ん

し
て
い
る
か
。

五．

子
育
て
の
原
点
で
あ
る
「
聴き

く
こ
と
」
が

軽
視
さ
れ
て
い
る
「
お
し
ゃ
べ
り
社
会
」
で

あ
る
が
、
聴
く
べ
き
と
き
に
は
真
剣
に
聴
け

る
「
親
と
し
て
の
自
分
」
で
あ
る
か
。

六．

子
育
て
の
問
題
の
答
え
の
多
く
は
、
自
分

自
身
の
中
に
あ
る
が
、
我
が
身
を
謙
虚

け
ん
き
�

に
振

り
返
る
こ
と
を
せ
ず
、
他
者
に
原
因
と
責
任

を
一
方
的
に
求
め
て
い
な
い
か
。

七．

親
と
教
師
・
保
育
士
・
厚
生
員
は
子
育
て

の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
が
、
「
親
と

し
て
の
自
分
」
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
信
頼
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
。

八．

相
反
す
る
様
々
な
情
報
が
氾
濫

は
ん
ら
ん

す
る
情
報

化
社
会
で
あ
る
が
、
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
「
親
と
し
て
の
自
分
」
の
主
体

性
を
存
分

ぞ
ん
ぶ
ん

に
発
揮

は
�
き

し
て
、
子
育
て
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

九．

学
校
教
育
へ
の
過
依
存
傾
向

か
い
ぞ
ん
け
い
こ
う

が
あ
る
が
、

親
や
家
庭
が
責
任
を
持
�
て
為な

す
べ
き
こ
と

ま
で
学
校
教
育
に
依
存
し
て
い
な
い
か
。

十．

テ
レ
ビ
を
中
心
と
し
た
電
子
映
像
メ
デ
ィ

ア
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
と
�
ぷ
り
漬つ

か
�
て

い
る
日
本
の
子
ど
も
は
「
絶
滅
危
惧
種

ぜ
つ
め
つ
き
ぐ
し
�

」
で

あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
る
情
報
化
社
会
で
あ
る

が
、
我
が
子
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
接
触
時

間
を
「
一
日
２
時
間
以
内
」
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
か
。
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１
０
０
年
以
上
も
昔
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
に
ダ
ミ
ー
・
ホ
イ
と
い
う
選
手
が
い

た
そ
う
で
す
。
ダ
ミ
ー
は
聴
覚

ち
ょ
う
か
くに

障
害

し
ょ
う
が
いが

あ
り

ま
し
た
が
、
幾
多

い
く
た

の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

こ
く
ふ
く

し
て
、

６
球
団
で
14
シ
ー
ズ
ン
活
躍

か
つ
や
く

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
涯

し
ょ
う
が
い安

打
数
２
０
４
８
、
盗
塁

と
う
る
い

数

５
９
６
と
い
う
大
記
録
を
残
し
、
さ
ら
に
、
そ

れ
ま
で
コ
ー
ル
だ
け
だ
�
た
審
判

し
ん
ぱ
ん

の
ジ
ャ
ッ
ジ

に
、
コ
ー
ル
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
同
時
に
行
う

と
い
う
近
代
野
球
の
審
判
法
の
礎

い
し
ず
えを

築き
ず

き
ま
し

た
。ダ

ミ
ー
は
、
優
れ
た
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
で

あ
る
と
同
時
に
、
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
ー
に
徹て

�

す
る

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
�
た
そ
う
で
す
。
あ
る
試

合
で
、
ダ
ミ
ー
・
ホ
イ
中
堅
手

ち
�
う
け
ん
し
�の

捕
球

ほ
き
�
う

に
対
し

て
、
相
手
チ
ー
ム
が
激は

げ

し
く
抗
議

こ
う
ぎ

し
ま
し
た
。

審
判
は
直
接
捕
球
と
判
定
し
ま
し
た
が
、
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
捕
球
じ
ゃ
あ
な
い
か
、
と
強
硬

き
ょ
う
こ
うに

主

張
し
た
の
で
す
。
選
手
に
当
該

と
う
が
い

プ
レ
ー
に
つ
い

て
確
認
す
る
こ
と
は
現
代
の
野
球
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
執
拗

し
つ
よ
う

な
抗
議
に
根
負
け

し
た
の
か
、
審
判
は
ダ
ミ
ー
に
訊
い
た
そ
う
で

す
。
「
今
の
は
、
ア
ウ
ト
だ
ろ
う
？
」
す
る

と
、
ダ
ミ
ー
は
「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
捕
球
し
ま

し
た
。
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の
プ
レ
ー

が
き
�
か
け
で
試
合
に
負
け
た
た
め
、
チ
ー
ム

メ
ー
ト
も
、
観
覧
席

か
ん
ら
ん
せ
き

の
フ
ァ
ン
も
、
ダ
ミ
ー
を

口
汚
く
の
の
し
り
ま
し
た
。

打
ち
ひ
し
が
れ
た
ダ
ミ
ー
・
ホ
イ
選
手
は
、

チ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
の
チ
ェ
イ
ス
に
謝
り
ま
し

た
。
叱
責

し
�
せ
き

さ
れ
る
こ
と
を
覚
悟

か
く
ご

し
て
、
味
方
が

不
利
に
な
る
証
言
を
し
た
こ
と
を････

、
そ
し

て
、
直
接
捕
球
で
き
な
か
�
た
こ
と
を････

。

し
か
し
、
チ
ェ
イ
ス
の
口
か
ら
思
い
も
か
け

な
い
言
葉
が
返
�
て
き
ま
し
た
。
「
ズ
ル
を
し

て
勝
つ
よ
り
は
、
正
々
堂
々
と
負
け
た
方
が
い

い
。
ダ
ミ
ー
、
あ
り
が
と
う
。
」

子
ど
も
に
起
こ
�
て
い
る
問
題
の
ほ
と
ん
ど

は
、
大
人
の
我
欲

が
よ
く

に
起
因
し
て
い
ま
す
。
我
欲

の
か
た
ま
り
の
よ
う
な
大
人
は
身
勝
手
で
、

高
慢

こ
う
ま
ん

で
、
抜
け
目
な
く
、
猜
疑
心

さ
い
ぎ
し
ん

が
強
く
、

厚
顔

こ
う
が
ん

で
す
。
子
育
て
を
難
し
く
し
て
い
る
最
大

の
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
大
人
が
増
え
、
チ
ェ

イ
ス
の
よ
う
な
高
潔

こ
う
け
つ

な
言
葉
を
心
の
底
か
ら
発

す
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
が
少
な
く
な
�
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健す

こ

や
か
な

成
長
と
自
立
を
願
う
な
ら
ば
、
我
欲
に
と
り
つ

か
れ
、
直な

お

き
心
を
す
�
か
り
失
�
て
し
ま
�
た

大
人
は
、
他
者
で
は
な
く
、
誰
よ
り
も
自
分
自

身
を
問
い
、
生
き
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
す
か
ら
、
私
は
い
つ
も
私
自
身
に
向
か
�

て
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

「
何
様
で
も
あ
る
ま
い
し
、
ぞ
ぜ
ぇ
る
な

よ
。
」

大きく育て
子ども王国

毎日ニコニコかわいい
笑顔を見せてくれてい
る愛叶♡
これからもその笑顔を
いっぱい見せてね。

小倉
おぐら

愛叶
まなと

ちゃん
（男）中原

※小倉 愛叶ちゃんは
平成 22 年 9 月生・10 月生

（10、11 ヶ月児健診時に撮影）

毎日たくさん笑って、た
くさん遊んで元気に過
ごしているさくらこち
ゃん。これからもすく
すくと成長してね。

山浦
やまうら

櫻子
さくらこ

ちゃん
（女）町 3

四歳の兄ちゃんにハイ
ハイで付いて行く僚ち
ゃん。歩けるようにな
ったら兄ちゃんといっ
ぱいお散歩しようね♡

佐藤
さとう

僚太郎
りょうたろう

ちゃん
（男）外倉

毎日みくの笑顔に癒さ
れています。たくさん
遊 ん で い っ ぱ い 食 べ
て、大きく育ってね。

今井
いまい

海空
みく

ちゃん
（女）外倉

自由人の三番目です。

吉田
よしだ

柊司
しゅうじ

ちゃん
（男）野方

お兄ちゃん達にきたえ
られてどんどんたくま
しくなっています。家族
みんなに愛されて元気
に大きくなってね。

伊藤
いとう

太貴
たいき

ちゃん
（男）茂田井

顔をつけてスリスリ甘
えてくる、いつも笑顔の
隼輝がみんな大好き♡
お姉ちゃんと仲良く元
気に大きくなーれ！

浦野
うらの

隼輝
しゅんき

ちゃん
（男）牛鹿

平成 22 年 11 月生・12 月生
（10、11 ヶ月児健診時に撮影）

いつもたくさん笑顔を
ありがとう。たくさん
食べて遊んで笑って大
きくなってね。

田口
たぐち

暖菜
はるな

ちゃん
（女）茂田井
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こども未来館情報 12月・平成24年1月行事予定

ちびっこ広場

文化伝承教室
★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分～
【囲   碁】

【将   棋】

【昔遊び】

学習教室･スポーツ教室
★対象及び場所 小学生　立科小学校
★時間　午後３時～５時
★日程　12 月 7 日（水）・14 日（水）・21 日（水）

1 月 11 日（水）・18 日（水）・25 日（水）
★内容　学習アドバイザーの先生方に、予習・復習等

を教えていただくことができます。
学習終了後、３時３０分より体育館で
スポーツ教室に参加できます。

アートチャレンジ教室（要予約） ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間 小学生　午前 10 時～
★日程及び内容 1 月 21 日（土）

ビーズで小物づくり

レクリエーション教室

わくわく教室
★対象及び時間　小学生　午後 3 時 30 分～
★日程及び内容

★日程　12 月１日（木）・15 日（木）、
１月 19 日（木）

★日程　12 月 8 日（木）・22 日（木）、
1 月 12 日（木）・26 日（木）

★日程　12 月 16 日（金）、
1 月 27 日（金）

12 月 1 日（木）おはなし広場
7 日（水）ちびっこ広場
9 日（金）親子リズム

12 日（月）たまごクラブ
14 日（水）ちびっこ広場
16 日（金）みんなで遊ぼう
20 日（火）ちびっこ広場
22 日（木）親子運動遊び

1 月 11 日（水）ちびっこ広場
12 日（木）親子リズム
17 日（火）ちびっこ広場
19 日（木）みんなで遊ぼう
24 日（火）たまごクラブ
26 日（木）親子運動遊び

★対象及び時間 小学生　午後 3 時 30 分～
★日程及び内容 12 月 20 日（火）

★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分～
★日程及び内容

こども未来館／電話 56-0248 有線8888

★対           象　就園前のお子さんと保護者
★時           間　午前１０時３０分～
★日程及び内容

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、ご承知ください。

ちびっこ広場

12 月 5 日（月）木の実製作をしよう
12 日（月）クリスマスカードを作ろう　
19 日（月）クリスマス製作をしよう
26 日（月）粘土で遊ぼう

1 月 16 日（月）かるた遊びをしよう
23 日（月）いちごのストラップを作ろう
30 日（月）鬼のお面を作ろう

12 月13 日（火）万華鏡を作ろう
1 月 10 日（火）かるたとりをしよう

24 日（火）こま回しをしよう

児童館事業の様子
放課後子ども教室

お誕生会

クリスマスリースを作ろう

ちびっこ運動会 グループホーム交流 どんぐりパーク制作

皆さんのご来館をお待ちしています♪
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人権とは、人間が人間らしく幸せに生きていくため
の権利です。私たち一人ひとりの生命や自由・平等を
保障し、日常生活を支えている大切な権利で、国籍、
性別、出身などにかかわらず、だれもが生まれながら
に持っている権利です。

しかし、日本の歴史的過程で形づくられた身分的差
別により、一部の人々が長い間、経済的、社会的、文
化的に低い状態を強いられてきました。

同和問題は、これらの人々が、今なお結婚を妨げら
れたり、就職で不公平に扱われたり、そのほか、日常
生活の上でいろいろな差別を受けるという、重大な人
権問題です。

この問題の解決には、一人ひとりが同和問題につい
て、一層理解を深め、自らの意識を見つめ直すととも
に、自らを啓発していくことが必要です。

すべての人々の人権が尊重され、平和で明るいまち
づくりを実現しましょう。
※参考　㈶ 人権教育啓発推進センター「人権について考える」

同和問題について

人権センターだより
◆ 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 ◆

人権センター（人権政策推進係）

11 月 5 日（土）、立科小学校体育館におい
て、小学校ＰＴＡと立科町青少年問題協議会の
共催による青少年育成講演会を開催しました。

講師に入船亭扇好さんをお招きして「コミ
ュニケーションは笑いから」の演題で、落語
の世界、児童が参加しての小噺、落語などが
あり、全校児童、保護者、関係者が熱心に耳
を傾けました。

立科町青少年
育成講演会

開催

日　時　12 月 21 日(水) 午前 10 時 30 分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0 歳児〜
テーマ  「たまごにいちゃん」

乳幼児のためのおはなし会
〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線4000

新着図書

今年10月、56歳でこの世を去った今世紀を代表する経営者
スティーブ・ジョブズ。取材嫌いで有名な彼が、唯一全面協力し
た本人公認の決定版評伝。

子ども時代から、マックの開発、iPhone, iPad の誕生秘話、そ
して引退まで、今明かされるカリスマのすべて。

デビュー作の絵本がベストセラーとなった陽子と、新聞記者の
晴美は親友同士。共に幼いころ親に捨てられた過去を持つ。あ
る日、脅迫状とともに、陽子の息子が誘拐される。

「スティーブ・ジョブズ Ⅰ Ⅱ」

「境遇」湊 かなえ（著）　双葉社（出版）

ウォルター・アイザックソン（著）　井口 耕二（訳）
講談社（出版）

ゾロリは、飛び抜けてつまらないペケチャンネルに電話をか
けて、ガツンとアドバイス。すると、ディレクターはゾロリに番組
作りを頼むが…。

「かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局」
原 ゆたか（作・絵）　ポプラ社（出版）

■ 年末年始休室のお知らせ ■
12月28日（水）午後１時より

１月３日（火）まで
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町
で
は
、
国
で
定
め
る
特
定
疾
患
（
小
児
慢

性
特
定
疾
患
を
含
む
）
・
精
神
保
健
法
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
精
神
障
害
や
人
工
透
析
等
の
治
療

の
た
め
、
医
療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
に
通
院
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。補

助
金
申
請
は
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
通
院
分
が
対
象
で
す
。

所
定
の
用
紙
（
町
民
課
福
祉
係
に
あ
り
ま

す
。）
に
医
療
機
関
の
通
院
証
明
を
受
け
て
、

平
成
24
年
１
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。申

請
手
続
き
、
対
象
と
な
る
疾
患
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
及
び
重
度
の

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
を
在
宅
に
お
い
て
介
護

さ
れ
て
い
る
方
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
紙

お
む
つ
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者町

内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
寝
た

き
り
や
認
知
症
高
齢
者
及
び
65
歳
未
満
の
重

度
心
身
障
害
者
で
常
時
紙
お
む
つ
を
必
要
と

し
、
在
宅
に
お
い
て
６
ケ
月
以
上
介
護
を
受

け
て
い
る
方

補
助
額
　
　
月
額
５
０
０
０
円
以
内

対
象
期
間

平
成
23
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
購
入
分

申
請
方
法

役
場
福
祉
係
窓
口
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
、
対
象
期
間
の
領
収
書
（
お
む
つ
等

の
購
入
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
添
付

の
上
、
申
請
し
て
下
さ
い

提
出
期
限

平
成
24
年
１
月
20
日
（
金
）
ま
で

（
期
限
厳
守
）

留
意
事
項

介
護
保
険
施
設
及
び
病
院
等
に
入
所
（
入

院
）
期
間
中
の
紙
お
む
つ
の
購
入
費
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は

旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け

る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日

に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

（
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年
６
月
16
日
）

以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
人
は
請
求
で

き
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
遺
族
等
は
、
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

請
求
受
付
期
間
は

平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間

内
に
特
別
給
付
金
の
支
給
請
求
を
し
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
至
急
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

電
話
　
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３
（
５
８
６
０
）
２
７
４
８

受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
）

建
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
に
現
存
す
る
建
物
を
お
持
ち
の
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

翌
年
か
ら
課
税
の
対
象
と
な
り
、
取
り
壊
し
た

場
合
に
は
そ
の
翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

正
確
な
課
税
事
務
を
行
う
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
届
出
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た

・
建
物
を
取
り
壊
し
た
（
一
部
取
り
壊
し
を
含

む
）

・
登
記
さ
れ
て
い
な
い
建
物
を
売
買
・
贈
与
・

相
続
し
た

な
お
、
届
出
の
用
紙
は
役
場
税
務
係
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

税
務
係

寝
た
き
り
高
齢
者
等
の

紙
お
む
つ
の
購
入
費
を

助
成
し
ま
す

お
知
ら
せ

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
を

難
病
等
治
療
者
の
皆
さ
ん
に

通
院
費
補
助
の
お
知
ら
せ

福
祉
係

福
祉
係

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様へ
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家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
対
象

動
物
（
家
畜
）
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
頭

羽
数
に
関
係
な
く
12
月
15
日
ま
で
に
報
告
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
動
物
（
家
畜
）
が
ペ
ッ
ト
等
の
愛
玩
動

物
で
あ
っ
て
も
、
報
告
が
必
要
で
す
。

対
象
動
物
（
家
畜
）

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・

き
じ
・
だ
ち
ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

報
告
を
要
す
る
者

対
象
動
物
（
家
畜
）
の
飼
養
者
（
所
有
者
・

管
理
者
）

調
査
時
点
　
10
月
１
日

報
告
期
限
　
12
月
15
日
（
木
）
ま
で

報
　
　
告

指
定
の
報
告
様
式
に
よ
る

※
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
通
知
と
共
に
送
付
さ

れ
ま
す

な
お
、
通
知
の
な
い
飼
養
者
の
皆
さ
ん
は
、

佐
久
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
ご
相
談
願
い
ま
す

内
　
　
容

飼
養
者
の
情
報
、
家
畜
の
種
類
・
頭
羽
数
・

畜
舎
及
び
ふ
卵
舎
の
数
等

報
告
書
提
出
先

佐
久
家
畜
保
健
衛
生
所

提
出
方
法

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

お
問
い
合
わ
せ
先
等

佐
久
家
畜
保
健
衛
生
所

〒
３
８
５
‐
０
０
３
５

佐
久
市
瀬
戸
中
庭
１
１
１
１
‐
１
７
９

電
　
話
　
０
２
６
７
（
62
）
４
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
７
（
63
）
３
０
０
２

同
　
上
田
支
所

〒
３
８
６
‐
８
５
５
５

上
田
市
材
木
町
１
‐
２
‐
６

（
上
田
合
同
庁
舎
内
）

電
　
話
　
０
２
６
８
（
23
）
１
６
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
８
（
25
）
７
１
６
０

お
問
い
合
わ
せ
先

関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所

電
話
　
０
２
６
（
２
３
４
）
５
１
２
３

対
象
動
物（
家
畜
）を

飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん

報
告
し
て
く
だ
さ
い

預
金
保
険
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

預
金
保
険
制
度
は
、
金
融
機
関
が
預
金
保
険

料
を
預
金
保
険
機
構
に
支
払
い
、
万
が
一
破
綻

し
た
場
合
に
、
一
定
額
の
預
金
な
ど
を
保
護
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。

こ
の
預
金
保
険
で
保
護
さ
れ
る
預
金
の
額

は
、
決
済
用
預
金
（
当
座
預
金
、
利
息
の
付
か

な
い
普
通
預
金
な
ど
）
が
全
額
保
護
と
な
る
ほ

か
、
一
般
預
金
等
（
利
息
の
付
く
普
通
預
金
、

定
期
預
金
、
定
期
積
金
な
ど
）
は
、
合
算
し
て

元
本
１
千
万
円
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

://w
w
w
.d

ic.go.jp
/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
刑
事
手
続
き
の
中
に
国
民

の
一
般
的
な
良
識
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
刑

事
司
法
を
実
現
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
も
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
選
ば
れ
た
際
に

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
満
を
お

持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
申
立
て

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用
は
一
切
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

上
田
検
察
審
査
会
事
務
局

（
長
野
地
方
裁
判
所
上
田
支
部
内
）

電
話
　
０
２
６
８
（
40
）
２
２
１
１



気温 降水量 降水量
（1月からの合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 12.1℃ 24.1℃／16 日 0.1℃／28 日 45.0mm 1037.5mm 200.9時間
最近10年間の平均 12.2℃ 27.7℃／05 年 -1.6℃／02 年 129.5mm 962.3mm 160.6時間

■立科町のデータ10月

11月1日現在 （ ）内は前月比 10月1日〜10月31日

人口 7,863（2） 出生 4

男 3,867（-2） 死亡 7

女 3,996（4） 転入 14

世帯数 2,782（-7） 転出 12

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月からの合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 1 2 10 0 3 0 21 1 47

立科町 0
（0）

0
（6）

0
（2）

0
（1）

1
（1）

0
（2）

0
（2）

0
（4）

3
（21）

■ 立科町の気象（10 月 1日〜31 日）

種別 10 月中火災件数 焼損面積 1月からの合計
建物火災 0 0㎡ 5
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 3

合計 0 0㎡ 8

■ 火災

■ 救急
種別 10 月中救急出動件数 1月からの合計
急病 23 191

交通事故 1 17
一般負傷 6 79
その他 2 23
合計 32 310

広報たてしな／23 年 12 月◆ 16

制度に参加出来る登録生産者の面積要件の緩和

平成23年度から野菜価格安定制度が一部改正されました！

主な改正内容

下記手続等が必要です。
１.制度加入の登録生産者になる手続き

独立行政法人農畜産業振興機構（通称：alic）へ登録
申請を行います。

住所：東京都港区麻布台２－２－１　麻布台ビル
電話：03－3583－9818（野菜業務部 直接契約課）
Alic 関係 http://www.alic.go.jp/y-keiyaku/

yagyomu03_000049.html

２.長野県へ事業加入の意思を早めにお知らせ下さい
登録後の事業加入には、供給計画の提出や産地強化計
画の策定など事務手続きに県とのかかわりが多く発生
します。事前の準備がありますので、登録手続きと並
行して、加入希望年度の前年 6 月ごろまでに地方事務
所へご連絡下さい。
長野県関係ＨＰ　http://www.pref.nagano.lg.jp/nousei/

engei/yasai/kakakuantei.htm

平成23年度から、生産者の経営安定や、契約取引を一層推進するために制度改正が行われました。

■長野県佐久地方事務所農政課生産振興係
TEL 0267-63-3145（直通）

■県庁園芸畜産課野菜・特産係
TEL 026-235-7228（直通）

お問い合わせ先

指定野菜の大規模生産者、特定野菜の相当規模生産者の面
積要件が引き下げられ、参加しやすくなりました。

生産者負担の軽減
指定野菜の品目別に過去交付実績を踏まえた負担率
（50％、70％、100％）が設定されたとともに、特定野
菜のうち重要とされる品目の生産者負担率が引き下げら
れ、生産者の負担額が軽減されました。
その他にも、市場シグナル
を反映した保証基準の算定
方法の見直しや、契約野菜
安定供給制度での六次産業
化法の特例措置など多くの
点で改正がありました。

○指定野菜（キャベツ、はくさい、レタスなど）
7.0ha → 2.0ha

○特定野菜（アスパラガス、ブロッコリーなど）
2.5ha → 1.5ha

野菜価格安定制度に加入するには
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佐
久
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
入
校
す
る
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

短
期
課
程
（
６
か
月
コ
ー
ス
・
中
学
卒
業
同
等
）

募
集
コ
ー
ス

①
Ｎ
Ｃ
機
械
シ
ス
テ
ム
科

②
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
科

③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
科

授
業
料
等
　
無
料

（
教
科
書
代
・
作
業
服
代
等
実
費
）

普
通
課
程
（
１
年
コ
ー
ス
・
高
校
卒
業
同
等
）

募
集
コ
ー
ス

④
生
産
シ
ス
テ
ム
科
　
加
工
・
設
計
コ
ー
ス

⑤
生
産
シ
ス
テ
ム
科
　
設
計
・
制
御
コ
ー
ス

⑥
生
産
シ
ス
テ
ム
科
　
制
御
・
加
工
コ
ー
ス

授
業
料
等

授
業
料
　
　
11
万
８
８
０
０
円
（
年
額
）

入
校
料
　
　
　
　
５
６
５
０
円（
収
入
証
紙
）

入
校
審
査
料
　
　
２
２
０
０
円（
収
入
証
紙
）

（
教
科
書
代
・
作
業
服
代
等
実
費
）

共
通
事
項

募
集
人
員
　
各
コ
ー
ス
　
５
～
10
名
程
度

募
集
期
間
　
12
月
12
日
（
月
）
～

平
成
24
年
１
月
５
日
（
木
）

入
校
選
考
　
平
成
24
年
１
月
16
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
校

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
０
５
４
９

又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
８
６
０
９

便り白樺高原

★オープニングイベント
【12月17日（土）】両スキー場共通
先着でたてしなりんごのプレゼント

町民優待サービス
大　人　2,500 円（要住所証明）
高校生　1,200 円（要学生証）
中学生以下　平日　無料

土日祝日、12月29日～１月５日 800円

メンズデー
毎月第１・３木曜日（１月５日除く）
男性　リフト１日券 1,000 円（団体対象外）

レディースデー
毎週水曜日（１月４日除く）
女性　リフト１日券 1,000 円（団体対象外）

スキーこどもの日
毎月第３日曜日　
小学生以下　リフト１日券無料（団体対象外）

学割デー
毎月第１・３火曜日
（１月３日・３月 20 日・４月３日除く）
学生証の提示で１日券 30％OFF（団体対象外）

宿泊スキー子どもの日
毎月第４日曜日
協賛施設へ宿泊した小学生以下　リフト１日券無料
（イベント協賛施設に限ります。スキー場ＨＰをご
覧の上、詳細は各施設へお問い合わせください。）

バレンタインデー＆ホワイトデーサービス
２月 14 日（火）・３月 14 日（水）
リフト１日券 20％OFF
粗品プレゼント

イ ベ ン ト 情 報

お 得 情 報

★オープニングサービス
【12月15日（木）～22日（木）】両スキー場共通

１日滑り放題　大人 2,000 円　小人 1,000 円
期間中リフト１日券購入者に次回 20％割引券プレゼント

★白樺高原キャンドルナイト
【２月11日（土）】

高原の静かな夜に広がる
光のファンタジー　

★お楽しみダーツ大会

◆白樺高原国際スキー場
【12月25日（日）、２月26日（日）】

◆しらかば２in１スキー場
【 1月22日（日）、２月12日（日）】

ダーツを投げて立科町の特産品をゲット！
先着300名様限定！

白樺高原総合観光センター／電話 55-6201

 

スキー場
オープン迫る！！12月15日（木）
白樺高原のウィンターシーズンが
スタートします。
オープニングイベントをはじ
め今シーズンも各種イベント
が盛りだくさんです！ご家族
やお友達とお誘い合わせてぜ
ひお出かけください。

平
成
24
年
度
４
月
入
校

訓
練
生
募
集
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23 日（金）ひかり医院 小諸市 0267-22-8878
鈴木医院 小諸市 0267-26-1212

25 日（日）甘利医院 小諸市 0267-22-0729
佐藤外科医院 小諸市 0267-22-0334
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

30 日（金）
31 日（土）武重医院 小諸市 0267-22-0171

矢島医院 小諸市 0267-22-8148
川西赤十字病院 佐久市望月 0267-53-3011

1 月
1 日（日）小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070

御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
2 日（月）栁橋脳神経外科 小諸市 0267-23-6131

鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308
3 日（火）由井医院 小諸市 0267-22-0327

桜井クリニック 小諸市 0267-26-1188
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
23 日（金） あしたば歯科医院 軽井沢町 0267-46-3101

25 日（日）甘利歯科医院 小諸市 0267-22-1557

30 日（金）淺川歯科医院 小諸市 0267-23-4050
31 日（土）植木歯科医院 軽井沢町 0267-45-5291

1 月
1 日（日） 小諸厚生総合病院歯科 小諸市 0267-22-1070

2 日（月） てらお歯科医院 軽井沢町 0267-42-9123

3 日（火）林歯科医院 小諸市 0267-22-0152

◆歯科〈午前9時〜正午〉

月町民カレンダー
12
月
の
納
期

町県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
介護保険料：普通徴収（第９期）
後期高齢者医療保険料（第６期）

休 日 緊　急 当 番 医

行事予定 保　　健
12月8日（木） 結婚相談会

10日（土） わら細工とお手玉づくりを楽しむ会

11〜31日 年末の交通安全運動

15日（木） スキー場オープン（予定）
22日までオープニングサービス期間 パパママ教室

16日（金） 無料法律相談会

17日（土） スキー場オープニングイベント

21日（水） 乳幼児健診 4・5ヶ月児（Ｈ23.7月〜8月生）
10・11ヶ月児（Ｈ23.1月〜2月生）

25日（日） 白樺高原国際スキー場お楽しみダーツ大会

26〜30日 年末警戒

■ハートフルケア たてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311

12
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NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

「立科町から元気発信」を
声高らかに

11月5～6日の土日に、第３５回商工祭「多来福まつ
り」が開催されました。立科町の元気が被災地に届くよ
うに、多くの町民の皆さんがお
越しいただき、美しい歌声や観
客を魅了するダンス、小中学生
の発表やジャズの音色を楽しみ
ました。

たてしなふれ愛むら
11月6日（日）、人権センター前において、朝から雨の降

る中にもかかわらず多くも皆さんが来場していました。
手品を楽しんだり、スト

ラックアウトなどのゲーム
コーナー等を満喫していま
した。

菊花展が開催
10月28日～11月3日、権現

山屋内運動場を会場に、立科町
菊愛好会の皆さんによる、菊花
展が開催されました。会員の皆
さんの手塩にかけた作品であ
る、自信の菊が色とりどりの大
輪を咲かせていました。

古木に寄り添わせた作品は、
本当に菊の花が寄り添った古木
から咲き誇っているようにも感
じられる作品でした。

第３９回立科町文化展開催される
11月4日～6日に、中央公民館ならびにふるさと交流

館「芦田宿」で開催しました文化展では、町内の創作グル
ープをはじめ、小中学生、友好都市愛川町などの皆さん
の作品400点あまりの出展をいただきました。

中央公民館では、貴船会の皆様による抹茶サービス
を、ふるさと交流館「芦田宿」では、本年没後100周年を
迎えた保科五無斎展の説明会を開催しました。

あいにくの天候にも関わらず、3日間で1,000人以上
の方にご来館いただき
ました。

ご協力いただいた皆
様に感謝申し上げます
と共に、今後とも公民館
事業へのご協力をよろ
しくお願いいたします。

福祉リサイクルバザー大いに賑わう
11月5日（土）、老人福祉センターで開催されました。

ものを大切にする考え方の浸透により、３Ｒ（リデュース・
リユース・リサイクル）を実践するリサイクルバザーが大い
に賑わいました。

地元の食材で作る牛丼を
頬張る子ども達

11月17日（木）、町内の保育園、小学校、中学校では、「蓼
科牛の日」ということで、蓼科牛を使用した牛丼をいただき
ました。小学校では、11月の目標に“郷土の食べ物を知ろ
う”を掲げ、地元食材を中心に利用した献立になっています
が、牛丼は大人気で、美味しそうに頬張っていました。

4歳で丸太切りに挑戦
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NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

平成２３年度
長野県園芸特産業関係功労賞受賞
11月18日（金）、外倉の小宮山隆男さん（ＪＡ佐久浅間

果樹専門委員会長）は、りんごの無袋栽培に先駆的に取り
組むとともに地域に技術を普及させて「サンふじ」の商品
化を実現、高品質りんごとしての「たてしなりんご」のブラ
ンドの確立、また、後継者育成組織「萌芽会」の設立に大き
く寄与し、活発な活動を展開することにより、栽培技術の
向上、後継者育成等りんごの生産振興に大きく貢献され
たとして知事賞を受賞されました。

中山道ウォーキングを楽しむ
10月23日（日）、第４回「中山道ウォーキング in たて

しな」が開催されました。
天気にも恵まれ、114名の参加者の皆さんが、のんびり

とウォーキングを楽しみました。
宿場のところどころで、地

域の皆さんの心温まるおもて
なしをいただき、心もお腹も
いっぱいになったと喜んでい
ました。

県の「地域発元気づくり支援金」を
活用した2団体が、

≪佐久地方事務所長賞≫を受賞！

地元の民話・偉人伝
を大型紙芝居にして、
子ども達に読み聞かせ
を行っている活動が評
価されました。

第３回 権現の湯まつり
と嬉聞

� �

耳
��

地蔵尊
の祭典が開催

10月22日(土)、第３回権現の湯まつりと嬉聞耳地蔵尊
の祭典が開催され、多くの利用者が集まりました。

お地蔵様に愚痴や悩みを聞いていただき、のんびりと温
泉につかってリフレッシュ。

水道家関ちゃんの落語に抽選会・ゲーム等、楽しい一日と
なりました。

☆立科町お話バスケット☆

立科町と佐久市の両区からなる「茂田井区運営協議会」
と、読み聞かせグループの「立科町お話バスケット」は、昨年
度佐久管内で実施された「地域発元気づくり支援金」の72
事業のうち、優れた着想と努力により、魅力あふれる地域
の元気づくりに貢献し、他の事業の模範ともなることか
ら、この程、佐久地方事務所において表彰を受けるととも
に、事例発表を行いました。

☆茂田井区運営協議会☆

「茂田井間の宿」の
看板整備をはじめ、来
訪者をもてなす活動
が評価されました。
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